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「超簡易版BCP『これだけは！』シート（自然災害対策版）」とは

◆特徴

１．A3サイズの用紙１枚に記入（入力）で完成！

２．記入するのは、６項目のみ！

３．防災や減災、BCPに関する意識の共有が可能！

４．シートが完成すると、従業者用の携行カードも完成！

「これだけは！」シート
（自然災害対策版）の作成

中小企業等の皆様に、BCPについて考えてもらえるように取り組みやすいBCP様式を！

Ⓒ2014 大阪府もずやん

「これだけは！」シート（自然災害対策版）を活用し、
BCP策定の第一歩として、事業継続に必要最低限な項目を決めましょう！

１



２



ポイント

❶支社や工場等、拠点が複数ある場合は、各拠点毎に策定。

❷会社の所在地を記載。

❸会社として、事業を継続する上での方針を決定。

１．基本情報（左側）
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ポイント

❶売上割合や社会への影響等を考慮し、重要事業を１つ選定。
取引先や最終ユーザーが、いつまで待ってくれるかを想定し、目標復旧時間と目標復旧割合を決定。

※シートの裏面の（注１）を参考に。

❷サプライチェーン対策の対象となる組織を記載。

１．基本情報（右側）
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「これだけは！」シート 裏面 （注１）
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ポイント

❶売上割合や社会への影響等を考慮し、重要事業を１つ選定。
取引先や最終ユーザーが、いつまで待ってくれるかを想定し、目標復旧時間と目標復旧割合を決定。

※裏面の（注１）を参考に。

❷サプライチェーン対策の対象となる組織を記載。

１．基本情報（右側）
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２．ハザードマップから考えるBCPの発動条件

ポイント

❶所在地のハザードマップを確認し、自社の災害リスクを把握。
（府HPの各市町村のハザードマップリンクをご活用ください。）
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２．ハザードマップから考えるBCPの発動条件

ポイント

❶BCPの発動条件となる震度を記入。

❷警戒レベルの考え方については次スライドで説明。

❸「その他」欄は、「主な委託先からの製品・サービスの供給の途絶」を発動条件に設定することが望ましい。
（ ）内で、テロリズムや情報セキュリティ事故、公共交通機関の計画運休が実施される場合等も設定可能。
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警戒レベルの考え方

令和元年6月から、「警戒レベル」を用いた避難情報発令の運用開始。

警戒レベル３と４の目安

警戒レベル３
避難に時間を要する人(高齢者等)が職場にいる場合は選択。

警戒レベル４
危険な場所から全員避難。

※警戒レベル５
既に災害が発生している状態。

おおさか防災ネット詳細は

URL：http://www.osaka-bousai.net/pref/index.html

警戒レベル
水害・土砂災害について、市町村が出す避難情報と、
国や都道府県が出す防災気象情報を5段階に整理したもの。
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３．BCP発動時の組織体制

ポイント
❶従業者間の連絡方法を確認。
※従業者のご家族同士も安否確認方法を決めておくことが大切！
❷各分野の担当を決定。
※社長が対応できない場合の代理も決定。複数選任する場合は、継承順位も記載。
少人数で営んでいる事業者の場合は、同じ人物名の記載も可能。

❸特命担当責任者は、「これだけは！」シート策定時に決めておく必要はない。
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３．BCP発動時の組織体制

ポイント
❶緊急事態に、会社に速やかに参集できるメンバーを予め定めておく。

❷代替拠点には、予備のオンラインバンキング用パソコンを用意しておくなど、事業継続できるように。
業務提携を行っている会社など、連携できる会社があれば記載。

❸避難場所や避難所は災害種別によって個別に設定されている場合があるため、予め確認して記載。
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４．発災時の出社・帰宅体制（休日含む）

ポイント

❶自社に該当する原則をチェック。

❷原則以外の独自ルールがあれば記載。
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ご注意ください！！

「３．BCPの発動時の組織体制」
「４．発災時の出社・帰宅体制（休日含む）」

について、

津波等のすぐに逃げないといけないような災害の場合は、
出社・帰宅体制に関わらず避難を優先することを従業者に周知してください！
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５．減災の事前対策 ５－１．

ポイント

❶従業者数を記載いただき、最低限必要な備蓄量を計算。
用意ができれば、備蓄完了にチェック。
※他にも自社で必要な備蓄物資を検討！
（毛布、ラジオ、バッテリー、懐中電灯、救急医療品、マスク、アルコール消毒、ウエットティッシュ 等）

❷保管場所及び、備蓄物資の確認の時期を事前に決定。
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５．減災の事前対策 ５－２・３

ポイント

❶災害訓練・演習の時期を事前に決定。

❷特に火災保険は水害による被害が補償されるか要チェック！
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６．BCPの発動時から復旧に向けて（前半）

ポイント

❶「担当」欄は、「3.BCPの発動時の組織体制」の中で、中心となり取り組む責任者の番号を記入。

❷緊急事態発生時からの時系列を記入し、そのために必要な事前対策を講じる。
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６．BCPの発動時から復旧に向けて（前半）

ポイント

❶従業者の安全確認…従業者の安全を優先するため、「３．BCPの発動時の組織体制」で定めた
従業者間の連絡方法を構築。

❷来訪者の安全確認…社会的な責任の観点からも確認が必要。
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６．BCPの発動時から復旧に向けて（前半）

ポイント

❶従業者の安全確認…従業者の安全を優先するため、「３．BCPの発動時の組織体制」で定めた
従業者間の連絡方法を構築。

❷来訪者の安全確認…社会的な責任の観点からも確認が必要。
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ポイント

❶自社の被害状況の把握…自社周辺の状況把握と、復旧のための情報収集など。

❷主な委託先の被災状況の把握…「１．基本情報」に記載の「主な委託先」の情報を収集し、
事業継続・再開の目途を立てる。

❸事業継続目標を踏まえた早期復旧への取り組み…限られた人的・資本的資源の中、「１．基本情報」に記載の
「事業継続目標」を達成できるよう復旧対応にあたる。

６．BCPの発動時から復旧に向けて（後半）
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ポイント

❶自社の被害状況の把握…自社周辺の状況把握と、復旧のための情報収集など。

❷主な委託先の被災状況の把握…「１．基本情報」に記載の「主な委託先」の情報を収集し、
事業継続・再開の目途を立てる。

❸事業継続目標を踏まえた早期復旧への取り組み…限られた人的・資本的資源の中、「１．基本情報」に記載の
「事業継続目標」を達成できるよう復旧対応にあたる。

６．BCPの発動時から復旧に向けて（後半）
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宣言・策定の見直し

ポイント

❶共助の観点からチェックし、社内で共有。

❷事業や組織体制等に変更があった際をはじめ、少なくとも年に１回は見直しを行う。
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従業者BCP携行カード
①策定した「これだけは！」シート（自然災害対策版）
を基に記入(入力)するだけで完成。

・基本情報

・当社のBCP発動条件

・発災時の出社・帰宅体制（休日含む）

・BCPの発動時の流れ（まず最初に取り組むこと）

・家族の連絡先

・最寄の避難場所・避難所

・参考情報

A４サイズに指定＞印刷設定「フルページサイズのスラ
イド」＞「８アップ」で印刷いただくと名刺大サイズにな
り、携帯できるカードが完成。

②完成後、従業者のみなさんで携行いただき、
防災・減災・BCPに関する意識の共有化が可能。 33



Ⓒ2014 大阪府もずやん

◆ 中小企業の事業継続計画（BCP）

大阪府 ＢＣＰ

ご視聴ありがとうございました

◆ 超簡易版BCP「これだけは！」シート

これだけは！シート

【お問い合わせ先】

大阪府 商工労働部 中小企業支援室 経営支援課 経営革新グループ
電話番号 ：06-6210-9494（直通）
メールアドレス：keikaku-h17@gbox.pref.osaka.lg.jp
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